
ほ

U

議
案
第
五
十
一
号

三
朝
町
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

次
の
と
お
旦
二
前
町
税
舜
例
の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て
へ
地
方
自
治
法
(
昭
和
二
十
二
年

法
律
粛
六
十
七
号
)
弟
九
十
六
条
描
7
項
の
規
定
に
ょ
少
本
議
会
の
議
決
を
求
め
る
o

昭
和
四
十
八
年
五
月
十
二
日

三

朝

町

長

　

　

坂

　

　

出

　

　

雅

　

　

己

解
和
E
]
拾
<
年
五
月
捨
弐
日
原
棄
可
決二

義
町
覇
会
窺
長
牧
田
禎
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一
二
朝
町
栄
例
第

t

I

　

　

　

▲

三
朝
町
税
条
例
′
の
f
･
部
を
改
正
す
る
条
例

孟
町
-
例
(
昭
和
-
五
-
朝
町
条
例
-
八
号
-
-
次
の
上
′
ぅ
芸
正
す
る
｡

芋
八
乗
甲
言
｢
ニ
藤
の
小
嘗
勤
卓
｣
-
道
路
運
送
車
雨
雲
昭
和
二
十
六
年
法
律
誓
､
八
十

葦
)
警
十
九
衆
望
項
に
規
-
る
-
対
象
-
勤
-
竺
肴
の
小
讐
動
車
｣
芸
め
る
o

衰
十
八
条
の
四
警
項
中
｢
(
昭
-
十
-
-
-
八
十
毒
)
｣
を
臥
る
O

望
十
芸
讐
項
望
号
や
…
十
八
万
円
｣
を
這
十
三
万
円
｣
富
め
る
▲
｡
-

垂
二
十
四
雷
孟
中
｢
次
発
竺
項
｣
を
｢
次
発
｣
賢
め
毛

望
去
来
望
竺
項
芸
及
び
-
十
三
柴
の
掴
-
中
∫
｢
十
五
万
円
｣
三
三
十
万
円
｣
k
,

｢
軍
万
円
｣
-
-
万
円
L
k
,
｢
七
十
万
円
｣
を
｢
葦
万
円
｣
に
､
｢
言
円
｣
を
｢
芋
万

円
,
i
L
把
改
め
る
.

雷
十
六
若
芽
毘
外
の
部
-
｢
又
-
料
-
士
｣
-
､
歯
科
-
士
､
助
雷
､
診
凍

放
射
頗
技
`
)
.
:
5
､
診
療
エ
ッ
ク
ス
線
技
師
､
路
床
換
-
師
又
は
衛
生
霊
技
師
｣
芸
等



ユ

/

篇
六
十
f
条
陀
次
の
7
項
を
加
え
る
d
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∫

言
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
､
当
-
宅
用
地
に
係
-
-
鷺
現
の
-
額
準
と
賃
･
(
き
価
格
の

こ
舟
の
.
1
の
衝
と
す
る
｡

雲
十
三
雷
｢
八
万
円
｣
-
十
五
万
円
L
k
,
1
五
万
円
｣
を
｢
八
万
円
｣
竺
｢
三
十
万
円
｣

を

｢

百

万

円

｣

▲

托

改

め

る

｡

　

′

第
七
十
四
条
の
次
に
次
Q
f
条
を
加
え
る
｡

(
住
鳥
用
地
の
申
告
)

空
十
芸
竺
賦
課
期
8
-
-
住
宅
用
地
-
有
す
る
者
は
･
当
-
鹿
芸
年
度
芸
る

武
芸
日
か
ら
引
き
-
当
該
住
宅
用
地
震
有
し
､
か
つ
,
そ
-
-
き
芸
完
動
が
覆
い

場
合
孟
き
､
当
-
度
の
初
日
-
す
る
年
望
月
三
十
言
-
忙
次
-
号
に
掲
げ
る
芸
を

I

記
載
し
た
申
告
書
を
町
長
に
撞
出
し
-
れ
ば
芸
を
3
0

7
　
住
宅
用
地
-
有
者
の
住
所
及
び
氏
名
又
結
名
称

･friF

1

　

,

　

･

.

ぎ　　　　　　ー

ヽ

　

　

　

Y

℃
>

ご
輔

､･ LIL..i:h･
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S

　

　

　

　

も

こ
　
色
宅
用
好
む
所
壷
鹿
b
他
称

/

三
　
住
宅
用
地
中
上
略
存
す
る
家
屋
の
所
在
､
所
有
者
,
芸
者
号
･
書
類
･
襟
隼
用
途
･
庚
等

居
住
の
用
K
供
す
る
帝
分
の
床
面
横
及
･
b
虜
任
の
用
忙
供
し
た
年
月
日

l

四
　
そ
の
他
町
長
が
固
定
資
産
税
の
賦
課
致
収
に
閑
し
必
要
と
聴
め
る
事
項

老
　
婆
敢
年
度
忙
係
る
洗
練
期
日
忙
か
い
て
住
宅
用
地
か
ら
住
宅
用
地
以
外
の
土
地
ぺ
¢
変
更
が
参
J
E
h
･

か
て
当
教
卒
定
む
前
年
度
把
係
る
眉
謙
期
日
か
･
p
引
き
続
き
当
政
志
を
所
有
し
て
冨
葛
合
に
は
､

豊
蓋
の
所
有
者
竺
当
-
象
芸
日
の
-
る
年
望
月
三
十
言
責
に
　
そ
冨
町
長
に

中
骨
し
な
け
れ
ば
な
ら
を
い
｡

第
七
十
五
集
中
｢
法
雪
盲
<
十
三
条
｣
･
J
J
｢
前
条
又
打
法
第
三
百
八
十
三
条
｣
に
改
掛
る
｡

粛
九
十
八
集
中
｢
百
分
の
七
｣
を
｢
首
舟
O
l
ハ
｣
に
改
め
る
｡

第
九
十
九
条
第
表
中
｢
及
び
法
弟
四
首
八
十
九
条
轟
-
｣
を
｢
､
法
第
誓
<
十
九
条
第
十
項
｣

に
､
｢
又
は
南
条
第
表
芸
定
す
る
学
術
研
究
機
讐
を
｢
暮
し
-
-
条
竺
項
に
規
定
す
る
学
術
研

究
機
関
又
は
法
第
冒
八
十
九
条
空
丁
蒜
の
規
定
の
適
用
-
け
る
令
第
五
冨
条
の
八
草
項
に
規

定
を
施
設
若
し
-
は
心
身
障
等
者
福
祉
-
汰
(
昭
和
-
五
年
法
律
弟
芋
署
)
警
七
条
竺
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~【ミヽ-

項
第
盲
に
規
掌
る
施
#
･
(
-
七
条
-
い
て
｢
-
福
-
空
と
総
掌
る
｡
)
｣
芸
め
る
｡

警
三
条
竺
項
中
｢
第
四
首
A
f
九
条
-
項
｣
-
陀
｢
又
は
苧
妄
｣
蓋
え
る
｡

警
七
衆
望
号
中
｢
又
-
枚
｣
-
､
学
校
｣
-
め
､
r
学
術
研
究
機
讐
O
T
l
三
叉
は
社

▲

会
富
施
讐
-
え
､
同
条
-
号
中
｢
又
-
術
研
究
機
讐
-
暮
し
吉
学
術
研
究
鶴
男
は

社

会

福

祉

施

設

L

 

K

改

め

る

｡

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

■

誓
十
条
中
.
｢
掌
-
｣
-
-
五
項
｣
k
,
｢
-
萌
し
-
-
項
又
は
苧
妄
｣
芸

め
る
｡肝

則
君
集
中
r
-
昭
和
-
八
年
-
で
の
六
年
-
｣
-
昭
雲
十
三
年
-
で
冨
年
莞
j

k
.
r
要
十
五
条
の
こ
竺
項
｣
-
竺
十
五
億
警
萌
し
-
-
,
.

相
即
苧
妄
中
｢
及
び
附
則
-
-
の
｢
宅
地
等
J
｣
-
･
肘
別
号
-
窒
息
諾
豊
.

十
窒
O
r
宅
芸
こ
紘
･
1
-
｣
三
･
芸
竺
讐
-
め
･
r
雷
朋
至
十
条
)
芋
.

竺
雪
空
蓋
え
､
､
-
-
-
-
出
し
中
-
妻
｣
を
r
か
-
-
十
九
富
ま
J
K

芝
､
岡
苦
言
地
専
-
る
昭
和
苦
言
-
讐
-
宅
-
芸
集
芸
定
の
芳
墨
け

官
署
亨
｡
}
芸
る
昭
和
芋
妄
-
-
和
竿
重
曹
で
｣
蛋
め
･
同
条
笑
望
誓
書
･

さ
･
芸
四
芙
年
若
及
び
昭
和
-
九
年
度
-
固
定
…
-
限
少
･
豊
富
定
の
票
を

1

r

J

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

'

,

.

,
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受
け
る
宅
地
等
灯
係
る
当
蘇
各
年
度
舟
の
臥
定
資
産
税
額
は
､
当
弦
宅
地
＼
等
に
係
る
当
落
各
年
度
舟
の

宅
地
等
溺
塵
蜜
定
資
産
額
が
､
当
落
宅
地
等
に
係
る
当
鼓
各
年
度
舟
の
固
定
資
産
琴
の
課
税
療
準
と
か

る
'
{
き
億
格
に
昭
和
四
十
<
年
度
符
か
い
て
は
青
身
¢
十
五
㌔
昭
和
四
十
九
年
度
に
お
い
て
は
首
舟
の

三
十
を
そ
れ
ぞ
れ
東
じ
遥
潤
-
た
警
当
誓
年
度
分
の
国
東
資
産
我
の
課
税
標
準
と
…
･
(
き
額
と
し

た
癌
合
に
お
け
る
固
定
資
産
税
額
灯
満
た
三
号
合
に
竺
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
,
当
蕗
固
定

資
産
税
額
と
す
る
J

附
則
第
十
二
条
の
次
に
次
の
⊥
条
を
加
え
る
｡

第
十
u
条
の
こ
　
昭
和
四
十
八
年
度
分
及
び
昭
和
四
十
九
年
床
分
の
固
定
資
産
税
に
限
わ
,
住
宅
用
地
(

第
六
十
妄
貴
九
萌
に
規
定
す
る
住
宅
用
地
を
い
う
｡
以
下
同
じ
･
)
以
外
の
宅
地
等
(
以
下
｢
非
住

宅
用
地
｣
七
.
い
t
n
｡
)
で
法
人
の
所
有
す
る
も
の
に
係
る
固
定
資
産
我
の
額
は
,
当
鼓
非
住
宅
用
地
の

･
第
盲
に
掲
げ
る
額
が
第
二
号
に
掲
げ
る
額
を
.
と
み
る
場
合
収
2
,
当
鼓
非
住
宅
用
地
に
係
る
当
家
年

鹿
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
横
車
と
を
る
べ
-
価
格
か
′
ら
竺
号
に
掲
げ
る
額
と
第
二
′
号
に
絡
げ
る
額

＼

と
の
差
額
に
野
村
四
十
八
年
蟹
に
お
1
て
望
J
I
芸
I
l
招
魂
四
十
九
年
度
に
か
い
て
笠
分
の
言

そ
れ
ぞ
れ
乗
じ
て
得
た
衝
を
控
除
し
た
額
を
､
当
落
非
住
宅
用
地
把
係
る
当
線
年
度
分
包
歯
定
資
産
税

の
練
我
標
準
と
を
る
･
{
き
I
*
と
し
た
場
合
に
か
け
る
嵐
定
資
産
税
額
と
ず
る
｡
L
･
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違表立ここ

(
■

T
　
昭
和
芋
.
<
年
度
分
の
固
定
資
-
の
疎
税
棟
準
と
三
･
(
き
価
格

二
由
和
苧
八
年
度
分
の
固
定
費
-
-
-
蘇
-
義
-
定
の
適
用
が
三
も
の
と
し
た

警
望
け
る
宅
地
等
網
登
園
牢
資
産
-
-
定
墓
-
…
諜
-
噂
と
三
･
(
き
額

昭
和
芋
九
年
度
舟
の
薗
定
賢
税
-
少
,
風
人
-
至
る
非
住
宅
用
地
に
係
る
固
定
資
産
税

の
額
誓
当
芳
住
宅
用
地
の
讐
号
-
げ
る
頑
が
-
号
-
げ
る
-
-
こ
孟
箸
に
は
,
当

賢
住
宅
用
地
に
係
る
同
年
-
-
定
資
産
税
の
-
標
準
と
-
･
{
き
-
か
ら
,
讐
号
完

げ
る
額
と
第
二
号
に
掲
げ
る
額
と
の
差
額
竺
舟
竺
-
じ
て
得
た
-
避
除
し
た
誓
､
蓋
非

住
宅
用
地
に
係
る
同
年
-
-
定
資
産
税
の
錬
枕
席
拳
と
-
･
(
志
と
し
た
誓
芸
け
る
固
定

資
畢
税
額
と
す
る
｡

-
昭
和
芋
<
年
度
-
固
定
資
-
の
妹
塊
-
と
三
言
価
格

二
　
次
に
掲
げ
.
為
額
の
う
ち
い
ず
れ
か
多
い
額

ィ
､
昭
和
芋
<
年
度
芸
-
-
琴
に
-
宅
地
等
-
-
霊
宗
の
雲
量
誓
言

∫

課
税
横
車
と
を
る
べ
き
額

ロ
'
昭
和
苧
八
年
-
の
固
-
重
税
の
錬
.
-
-
-
･
{
急
絡
-
分
写
五
嘉
じ
て

博
た
頃

ふ
･

■

長

満

　

r

≒
　
　
　
一
ゝ

■



畔
別
辞
十
六
集
中
r
附
則
第
十
二
条
｣
を
T
附
則
第
十
二
条
第
一
墳
暮
し
て
結
集
二
項
､
附
則
第
十
二

条
O
t
t
弟
t
項
者
し
く
は
第
二
項
又
は
仏
に
改
め
'
｢
附
則
第
十
二
条
の
｣
を
｢
附
則
窮
十
二
条
第
1
項

者
し
く
推
羊
二
頚
の
｣
に
'
｢
陀
つ
い
て
は
'
そ
の
前
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
層
準
続
に
同
条
の

規
定
に
ユ
タ
当
軟
宅
地
等
の
宅
地
等
調
整
固
定
資
産
税
額
を
賓
定
す
る
場
合
に
用
S
ら
れ
た
負
麹
調
藍
率

7

を
東
じ
て
得
た
讐
を
｢
又
は
附
則
第
十
二
条
の
二
第
二
項
若
し
く
は
賢
l
項
6
規
定
の
適
用
を
受
け
る

非
住
宅
用
地
に
つ
S
て
は
､
こ
れ
ら
の
規
定
に
規
定
.
す
る
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
と
を

る
べ
き
額
｣
に
改
め
る
｡
･

別
乗
第
一
か
ら
別
表
第
三
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
｡

＼
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､主

附

　

　

則

(
施
行
期
日
)

警
乗
　
こ
の
条
例
竺
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
･
た
だ
し
,
町
税
廉
例
第
九
十
九
条
第
蒜
,
誓

′

五
条
竺
聖
者
首
七
条
及
び
鼻
首
十
条
-
正
規
定
は
昭
和
-
八
年
大
月
盲
か
ら
､
第
十
八
粂

p
b
l
三
㌧
第
十
八
条
の
四
及
び
第
九
十
八
条
の
改
正
規
定
は
同
年
十
月
言
か
ら
施
行
す
る
.

(
町
民
税
に
関
す
る
規
定
0
適
用
)

竺
■
栄
改
正
後
の
町
税
-
㌫
↑
r
新
条
例
｣
と
1
う
｡
)
の
成
定
中
個
人
富
民
税
に
写
る
部

分
(
新
条
例
雲
十
三
条
O
f
･
l
O
成
定
-
つ
て
課
す
る
所
得
別
(
以
↑
｢
分
触
課
税
に
係
意
得
割

｣
と
S
h
｡
)
芸
す
る
部
分
を
齢
-
a
)
紘
,
 
･
昭
和
-
八
年
-
-
人
の
町
竃
か
ら
適
用
し

､
昭
抑
四
十
七
年
度
弁
舌
･
で
の
個
･
1
の
町
民
税
咋
つ
い
て
は
､
を
か
従
前
の
例
に
よ
る
｡

2
　
新
条
例
の
成
定
申
分
撫
錬
税
に
係
る
所
得
割
L
 
S
i
朗
す
る
部
分
竺
昭
和
四
十
<
牢
T
q
盲
以
後
に

支
払
r
t
'
{
き
退
職
手
当
等
(
新
条
例
第
五
十
三
条
2
7
に
規
定
す
る
過
敵
手
当
等
を
い
う
｡
以
下
同
じ

I
.
)
芸
象
離
雷
に
係
る
所
得
割
讐
1
て
適
用
し
､
同
日
前
-
払
う
･
(
孟
芸
当
等
に
係

る
分
雌
課
税
に
係
る
所
得
別
に
つ
い
て
竺
を
か
従
前
の
例
に
上
る
○

!

･

･

1

　

.

･

　

　

　

　

　

　

　

　

　

'

L

　

ル

ナ
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?

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
,
新
条
例
の
規
定
申
分
離
課
税
に
係
各
所
得
割
に
娼
す
る
部
分
(
新
条

例
第
五
十
三
柴
の
七
の
規
定
に
ょ
各
特
別
徴
収
に
係
る
部
分
に
限
る
｡
)
は
､
昭
和
四
十
八
年
中
に
支

払
う
･
(
き
遺
戦
車
当
等
で
同
年
四
月
l
日
(
以
下
｢
施
行
日
｣
と
い
う
｡
)
以
後
に
支
払
わ
れ
る
も
の

に
つ
い
て
適
用
し
､
同
年
中
に
支
払
う
ぺ
/
き
退
職
手
当
等
で
同
日
前
に
支
払
わ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は

､
な
か
従
前
の
例
に
上
る
.

昭
和
四
十
八
年
中
に
支
払
う
･
(
き
退
職
手
当
等
で
滴
行
目
前
に
支
払
わ
れ
た
も
の
に
つ
き
徴
収
さ
れ

た
分
離
醗
税
に
係
る
所
得
別
の
･
#
が
､
当
鼓
退
城
手
当
等
讐
き
所
得
税
法
竺
部
を
改
正
す
る
法
律

｣

.
蒜
和
四
十
八
年
法
律
第
八
号
)
に
よ
る
改
正
後
の
所
得
税
法
(
昭
和
四
十
年
法
棒
第
三
十
三
号
)
第

三
十
条
空
壷
拡
規
定
す
る
退
職
所
得
の
金
額
の
計
算
の
例
に
ょ
っ
て
革
定
盲
れ
た
退
職
所
得
の
金
額

に
新
条
例
の
規
定
中
分
離
課
税
に
係
る
所
得
別
に
編
す
る
部
分
を
適
用
し
`
た
場
合
に
お
け
る
分
離
課
税

に
係
る
所
得
割
の
額
(
以
下
｢
改
正
後
の
町
民
税
の
退
蔵
所
得
剖
額
｣
と
い
う
こ
を
こ
え
る
場
合
に

紘
,
改
正
前
の
町
税
条
例
第
五
十
三
条
の
七
に
規
定
す
る
納
入
申
告
書
竺
改
正
後
の
町
民
税
の
退
戦

所
得
制
裁
が
記
載
さ
れ
長
も
の
と
み
な
す
.
･
こ
の
場
合
に
お
い
て
､
当
簸
過
納
に
係
る
税
額
の
達
付
紘

-
I

･
当
該
退
職
手
当
等
の
支
払
を
受
け
た
者
に
対
し
て
行
な
う
も
の
と
す
る
｡



10

5
　
前
項
前
段
に
規
定
す
る
場
合
に
は
'
昭
和
四
十
八
年
中
に
支
払
う
+
(
き
退
職
手
当
等
で
施
行
日
以
後

に
支
払
わ
れ
る
も
の
に
係
る
新
条
例
翁
五
十
三
条
の
八
秦
二
号
の
規
定
又
は
同
年
中
に
支
払
う
■
べ
き
退

職
手
当
等
に
係
る
新
条
例
第
五
十
三
集
の
十
二
第
t
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
､
こ
れ
ら
の
規
,
A

/

中
r
徴
収
T
U
れ
た
又
は
徴
収
さ
れ
る
べ
き
分
離
課
税
に
係
る
所
得
割
の
額
｣
と
あ
る
の
は
､
｢
敷
板
さ

ー

れ
た
又
は
徴
収
さ
れ
る
べ
き
分
線
課
税
に
係
る
所
得
割
の
額
(
由
和
四
十
八
年
四
月
7
日
前
′
把
支
払
わ

れ
た
適
職
手
当
等
に
あ
つ
て
は
､
町
税
条
例
の
f
部
を
改
正
す
る
条
例
附
則
第
二
巣
第
四
項
に
規
定
す

る
改
正
後
の
町
民
税
の
退
職
所
得
割
嘘
)
｣
と
す
る
.

(
固
定
資
産
税
に
由
す
る
規
定
の
適
用
)

第
三
条
　
別
段
む
定
め
が
雪
O
も
の
を
除
き
､
改
正
後
の
町
税
条
例
(
以
下
｢
新
条
例
｣
と
い
う
･
｡
)
の

規
定
中
固
定
資
産
税
に
関
す
る
部
分
は
､
昭
和
四
十
八
年
度
分
の
固
定
資
産
税
か
ち
適
用
し
､
昭
和
四

十
七
年
度
分
ま
で
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
は
､
な
か
従
前
の
例
に
ょ
る
｡

2
　
昭
和
四
十
八
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
成
り
､
新
条
例
第
七
十
四
条
の
二
第
1
項
の
規
定
の
適
用
に

っ
い
て
は
､
同
項
中
｢
当
該
年
度
む
前
年
度
に
係
る
賦
課
期
日
か
ら
引
き
続
き
当
該
住
宅
用
地
を
所
有

L
t
か
つ
'
そ
の
申
告
す
べ
き
事
項
に
異
動
が
な
S
場
合
を
除
き
､
当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年
の

7
月
三
十
l
日
｣
と
あ
る
の
は
｢
昭
和
四
十
八
年
五
月
二
十
日
｣
と
す
る
｡
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F
)
　
新
条
例
第
七
十
四
条
讐
嘉
二
項
の
規
定
は
'
昭
和
四
十
九
年
度
分
の
固
定
資
産
我
か
ら
適
用
す
る
｡

(
電
気
ガ
ス
税
に
関
す
る
規
定
の
適
用
)

膚
四
条
　
新
条
例
膚
九
十
九
条
嬉
一
項
､
膚
首
五
条
弟
1
項
'
第
首
七
粂
及
び
轟
音
十
条
の
規
定
は
昭
和

l
甲
十
<
年
大
月
盲
以
後
に
使
用
す
■
る
電
気
又
は
ガ
え
に
対
し
て
課
す
べ
き
電
気
ガ
ス
税
(
特
別
徴
収
に

係
る
電
気
ガ
ス
税
に
あ
つ
て
は
､
同
日
以
後
に
収
納
す
･
(
き
料
金
把
係
る
も
の
)
に
つ
S
て
適
用
し
'

同
日
前
に
使
用
し
た
電
気
又
は
ガ
ス
に
対
し
て
課
す
る
電
気
ガ
ス
税
(
特
別
徴
収
に
係
る
電
気
ガ
ス
税

に
あ
つ
て
は
1
同
日
前
に
塀
糾
し
た
'
又
は
収
納
す
･
{
車
で
あ
っ
た
料
金
に
係
る
も
の
)
に
つ
い
て
は

'
な
か
従
前
の
例
に
よ
る
｡

●

之
　
新
条
例
第
九
十
八
条
の
規
定
は
,
昭
和
四
十
八
年
十
月
7
日
以
後
に
便
･
用
す
る
電
気
又
は
ガ
ス
に
対

し
て
鉄
す
･
(
き
電
気
ガ
ス
税
(
特
別
徴
収
に
係
る
電
気
ガ
ス
税
に
参
つ
て
は
､
向
日
以
後
に
収
納
す
べ

き
料
金
に
係
る
も
の
)
に
つ
い
て
通
用
し
'
同
日
前
に
使
用
し
た
電
気
又
は
ガ
ス
に
対
し
て
諜
す
る
電

気
ガ
ス
税
(
特
別
徴
収
に
係
る
電
気
ガ
ス
税
に
あ
つ
て
は
､
同
日
前
p
に
収
納
し
た
､
又
は
収
納
す
'
(
き

-
で
あ
っ
允
料
金
に
係
る
も
の
)
に
つ
い
て
は
-
な
か
従
軍
の
例
に
ェ
る
｡


